
学校番号 3016 

令和２年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ３ 第２学年 

CENGAGE LANGUAGE: World English 

桐原書店: FACTBOOK English Grammar 

数研出版: 必携英単語 LEAP 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・World English にある活動を通して、バランスよく４技能を鍛えます。話すことに少し不安がある生

徒は予習してくると良いでしょう。基本的に予習不要で、授業内で英語の即興力を鍛えます。 

・基礎文法の定着と表現を増やすために、1 年次に使用した FACTBOOK を繰り返し使用します。授業

内確認テスト、それに向けての学習を経て、この教科書で出会ったほぼ全ての英文を瞬時に日英変換で

きるようになることが目標です。 

・LEAP を使用し、引き続き語彙学習に時間をかけましょう。１年次同様、授業内で確認テストがあり

ます。しかし、その範囲に自分の学習を限定させることなく、日々語彙学習に取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「異文化理解」（２単位）、「総合英語」：（１単位）及び「英語表現」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・特定の情報や自分の考

えなどについて相手に説

明したり、また相手に質

問するなど、情報交換や

意見交換をすることがで

きる。 

・興味・関心のあるトピ

ックに関して具体的な理

由を示しながら説得力を

もって、賛成や反対の意

見を述べることができ

る。 

・様々なトピックに関し

て、他者の意見を聞き、

自分の意見を正確に表明

し、円滑に会話を進める

ことができる。 

総合英語 

異 文 化 理

解 

英語表現 

・スピーチ 

・プレゼン

テ ー シ ョ

ン 

・ Small 

Talk 

・自分の意見を具

体的な事例や理由

を添えて論理の明

確な複数の段落か

らなる英文で、時

間をかけた修正を

経て書くことがで

きる。 

・与えられたトピ

ックに関して、少

しの時間の準備で

自分の意見を明確

にしながらまとま

りのある英文を書

くことができる。 

総合英語 

異 文 化 理

解 

英語表現 

・定期考査 

・パラグラ

フ ラ イ テ

ィング 

・自然な速さで話

される講義やス

ピーチ、会話を聞

いて論旨を捉え

た上で、概要や要

点を理解するこ

とができる。 

・自然な速さで標

準的な発音で話

される会話の流

れについていく

ことができる。 

総合英語 

異 文 化 理

解 

英語表現 

・定期考査 

・授業内活

動 

・リスニン

グテスト 

・評論、エッセイな

どを一定時間内に読

み、各段落のトピッ

ク、サポート、例示、

詳細などを抑えなが

ら全体の概要を把握

することができる。 

・あるまとまった文

章を辞書に頼りすぎ

ることなく、一定の

速度で読み続け、全

体の概要を把握する

ことができる。 

総合英語 

異文化理解 

英語表現 

・定期考査 

・速読  

・X-reading 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 1 

(5 時間) 

People and 

Places 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自分の住む町や人々
について，ペア・ワ
ークやグループ・ワ
ークにおいて積極的
に自分の考えを述べ
る。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

自分の住んでいる町
について、120 語程
度のエッセイが書け
る。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で表現
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

自分の生活と比較し
ながら、様々な国や
地域の生活を読解や
TedTalk を通して知
る。 

TedTalk を見たり、他
国の生活に関する記
事読んだりして、ペア
やグループで協力し
ながら内容を理解し
ていく。 

他国の生活につい
ての説明を聞くこ
と，読むことで理解
することができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形 

・現在完了進行形 

・so + adjective + 

that 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・完了形を用いて、
より詳しく正確に
自分の言いたいこ
とを表現できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 

Unit 2 

(5 時間) 

The Mind 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

人の感情や、自分の
経験について，ペ
ア・ワークやグルー
プ・ワークを通して
積極的に自分の考え
を述べる。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

感情を表すキーワー
ドをもとに、自分の
経験について 120 語
程度のエッセイが書
ける。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で表現
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

人間の思考や感情に
関わる科学論文や
TedTalk を通して知
識を深め、生活の質
向上に役立てる。 

TedTalk を見たり、認
知心理学や記憶に関
する記事読んだりし
て、ペアやグループで
協力しながら内容を
理解していく。 

比較的わかりやす
い科学論文や記事
を正確に読みとる
ことができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞 

・助動詞 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・動名詞や助動詞を
用いて、より深く、
正確に自分の言い
たいことを表現で
きる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 3 

(5 時間) 

Changing 

Planet 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

地球規模の環境問題
や身近な環境問題に
ついて，ペア・ワー
クやグループ・ワー
クにおいて積極的に
自分の考えを述べ
る。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

環境問題に関する認
識を高めることを目
的とした記事を 150

語程度で書くことが
できる。 

限られた時間内で適
切な表現を用いなが
ら記事を書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で表現
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

身近な、そして地球
規模で対策していく
必要がある環境問題
についての原因と結
果、解決策を考える。 

様々な環境問題に関
する記事、TedTalk、
ラジオにふれながら、
ペアやグループで協
力しながら内容を理
解していく。 

身近な問題や世界
で問題視されてい
る環境問題につい
てのジャーナルを
読み、理解すること
ができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受動態 

・過去完了 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・受動態および過去
完了形を、記事や新
聞を執筆しながら
適切に使用できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 4 

(5 時間) 

Money vs 

Wealth 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

富や裕福さについ
て，ペア・ワークや
グループ・ワークに
おいて積極的に自分
の考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

自身が大切にしてい
る物について、150

語程度のエッセイが
書ける。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で表現
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

自分が大切にしている

もの、他の国や文化で

価値があるもの、それ

らの共通点相違点を読

解や TedTalk を通して

知る。 

TedTalk を見たり、他国

の富や価値に関する記事

読んだりして、ペアやグ

ループで協力しながら内

容を理解していく。 

読解やTedtalkを通し

て、価値観の相違や、

富に依存しない幸せ

について理解する。 

定期考査の筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞 

・動名詞 

・(受動態) 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・不定詞と動名詞の
違いを理解してい
る。さらに適切に使
用できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 5 

(5 時間) 

Survival 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

「生き残ること」を
テーマに，ペア・ワ
ークやグループ・ワ
ークにおいて積極的
に自分の考えを述べ
る。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

“Surval School”をテ
ーマに、学校の魅力
を伝える広告を作る
(200 語程度)。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で表現
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

生き残るための実用
的なスキルや、様々
な動物が生き残る知
恵や工夫を、読解や
TedTalk を通して知
る。 

TedTalk を見たり、他
国の生活に関する記
事を読んだりして、ペ
アやグループで協力
しながら内容を理解
していく。 

“Survival”をテ
ーマにした様々な
記事を短時間で読
み、理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・仮定法を用いて、
自分の言いたいこ
とを正確に表現で
きる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 6 

(5 時間) 

Art 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

芸術に関して，ペ
ア・ワークやグルー
プ・ワークにおいて
積極的に自分の考え
を述べる。 

ワークシートを利用
して、メモを効果的に
使いながら自分の意
見を伝える。また、聞
き取った内容を簡潔
にまとめる。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

自分の好きな公共ア
ートについて、200

語程度のエッセイが
書ける。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

自分の好きな公共
アートを選び、その
理由とともに、詳細
に描写できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

芸術に関わる知識を
深める。 

TedTalk を見たり、芸
術に関する様々な記
事を読んだりして、ペ
アやグループで協力
しながら内容を理解
していく。 

芸術に関わる語彙
や表現を増やし、限
られた時間内に
様々な記事を理解
できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・reported speech 

・関係詞 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・相手の言ったこと
を聞き取り、さらに
それを第三者に伝
えることができる。 

・関係詞を用いて、
より詳細に自分を
表現できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 7 

(5 時間) 

Getting 

Around 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

近年の科学技術の進
化に伴う交通の利便
性について，ペア・
ワークやグループ・
ワークにおいて積極
的に自分の考えを述
べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

「私の町の交通シス
テムの向上」という
タイトルで、200 語
程度で自分考えを論
理的に表現できる。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で、論理
的に表現できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

様々な国や地域の交
通事情を読解、オー
ディオジャーナル、
TedTalk を通して知
る。 

TedTalk を見たり、他
国の生活に関する記
事読んだりして、ペア
やグループで協力し
ながら内容を理解し
ていく。 

限られた時間の中
で、様々な国の公共
交通に関するジャ
ーナルが読める。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・様々な受動態 

・indirect question 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・様々な形式の受動
態を用いて、より詳
しく正確に自分の
言いたいことを表
現できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 8 

(5 時間) 

Competition 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

競い合うことの肯定
的、否定的側面をふ
まえ、積極的に自分
の考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

自分があるスポーツ
のコーチになったと
想定し、的確なアド
バイスを選手に与え
る為のスピーチノー
トを作成する。 

限られた時間内でノ
ートを作り、ペアやグ
ループ、クラスで発表
し合う。また、なぜそ
のアドバイスが効果
的であるのかを説明
できる。 

助言する上で必要
な表現を適切に用
いることができる。
また、感情をこめて
メッセージを発信
できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

様々なスポーツに関
する記事や友人との
意見交換を通して、
競争の肯定的、否定
的側面を理解する。 

TedTalk を見たり、ス
ポーツに関する記事
を読む。ペアやグルー
プで協力しながら内
容を理解していく。 

限られた時間の中
で、スポーツに関わ
る記事の内容が理
解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・否定疑問文 

・様々な関係詞節 

 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・様々な否定疑問文
を用いて、より詳し
く正確に自分の言
いたいことを表現
できる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 9 

(5 時間) 

Danger 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

危険や危機管理をテ
ーマに，ペア・ワー
クやグループ・ワー
クにおいて積極的に
自分の考えを述べ
る。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

「緊急時への備え」
というタイトルで、
自分の身近なトピッ
クと関連付けながら
200 語程度で自分の
考えを論理的に表現
できる。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で、論理
的に表現できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

様々な仕事に関わる
危険について、読解、
オーディオジャーナ
ル、TedTalk を通して
学ぶ。 

「危険」に関係する
TedTalk を見たり読ん
だりして、ペアやグル
ープで協力しながら
内容を理解していく。 

限られた時間の中
で、危機管理に関す
る記事が読める。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・付加疑問文 

・接続詞 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・接続詞を用いて、
より複雑な構造の
英文を書くことが
できる。 

・会話の中で自然に
付加疑問が使える。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 11 

(5 時間) 

Learning 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

学びや教育をテーマ
に、積極的に自分の
考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートやポ
ートフォリオを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

「新しい指導法」と
いうタイトルで、新
しいより効果的だと
考える指導法を、200

語程度で論理的に提
案できる。 

限られた時間内でエ
ッセイを書き、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

英語の基本的なパ
ラグラフ構造を理
解し、簡潔にわかり
やすい英語で、論理
的に表現できる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートや
ポートフォリオを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

様々な学びや教育に
関する記事や、実体
験の共有を通して、
現代の様々な形式の
教育方法を理解す
る。 

TedTalk を見たり、ス
ポーツに関する記事
を読む。ペアやグルー
プで協力しながら内
容を理解していく。 

限られた時間の中
で、教育や指導法に
関わる記事の内容
が理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了助動詞 

・名詞節 

多くの例文を通じて、
その性質を理解し、単
元内容と関連した表
現を作り出す。 

・完了助動詞を用い
て、過去の後悔を表
現できる。 

・名詞節を用いてよ
り複雑な表現を作
り出せる。 

授業内活動及び小
テストで、知識が身
についているかを
判断する。 


